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日本雄築学会九州支部研兇報を

鮮 47 号　 ａχ冶年 ３ 月

JR 折尾訳舎につ いて

９魏築ａ 史 ・雲匠－ ２ 日本近代建餓史

餓道違築、 JR折麗駅、 木造駅會、 大正Ｓ年

１． はじめに

北九州市八幡晋区折尾に JR 眺児鳥本線と筑豊本隷

が交差する折尾駅がある． JR 折尾駅舎は大正 Ｓ年

(1916) に燧設されたと言われる木遣２陪煌ての駅舎

で、 全Ｓ の駅舎の中でも木造２階建ての駅會tｉ 珍しい

と甘われている． また、 JR 折尾駅は良児鳥本旅と筑

ａ 木椋が交差する日本最徊の立体交差駅と言われ、 士

木学会は折尾駅舎を (日本の近代土木S I !1 1y･･す'る

重要な七似身造物21XX) 透J でランク Ｂ と位贋づけて

いる． しかしながら、 大正６年 (1916) に趨設された

と言われる折尾駅舎は建築年代、 設針者、廸エ者、 及

ぴ罷緯等は哨確でti ない．

と ころで、 曳在、 ＪＲ 折尾駅の路替えと周辺地域の

区潤蛾埋事業を伴つた再頁発事業が瓊められている．

とブラ ７ トホーム等の拡稽で

り、 そのために及在の JＲ

折尾駅舎は平成２ １午に取り墳される針仮である． す

で ’　　　　　　　　　　　 休工事が紬まってい

る． そこで、 現在のJR 折尾駅について双會のａ 史と

特徴等を明らかにしたい．

２． 折尾地区の発履

JR折尾駅前1こ暗弧と化した磁川ヵ哨 うている．堀j l l

は元和７年 （1621） に鳳田畏政1こよ、 て造られた連河

で、遠刃11から洞海湾に業がっている．筒通恨は詞ｉ
の通運が始まり、 男治時代Sこなると、筑立炭田の石炭

を若松4こ巡ぷため4こ掘川逐河は11S ¶こよる石炭輸辺の

大獄脈となり、 折尾は鳶顛 たちの申継地となった． ま

た、嘴治16 年 （1883） に96 戸、49S人だった折尾肘

は剪槍31年 （189S）に還賀節Ｒ所が芦屋から移転し、

それ4こ伴い、昇慌局、税房署、 餓行等が移設、 0砲父さ

れ、 大i E7 年 （1918） に折尾町となり繁栄した．

３． 折尾駅の関粛と免農

明治24 年 （1891） 4 月１日に久留米と阿司 （視在
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の1“IWI堵） 間に九州蜘篤が翼通し、 Ｒ年、 筑豊の石炭

を勅 するために筑銕 鉉 遭が直方・鴎 ・脚 こ

筒通した．これより先に、明冷24 年２月28 日（1891）

に九州鉄道の折尾駅6t完成し、 同年4こ、 筑表貝業鉄道

の折足駅 も詞業している． “ ’聊檜 27 午 （1894） 年

した． 明治 28 年

（I S 5） に２社共興の折尾駅が建設され、 １階を筑豊

鉄這、 ２階を九州叙這が使用したが、 この時の図面等

の資料は無い．

呪泊34 年 （1901） に官鴛Ａ 幡裂雄所がか震を持め

ると石炭の儲贅力－ し、折尾駅は若訟・ヽ 向かう中繕点、

あるいは、 筑豊叙道から九州蛎1 に石炭を積み替える

ための石炭僚送の銘点となった． また、折尾駅は水巻

など周辺地昿に点在する中小炭鉱からの石炭の集飲地

でもあう た． やがて、 ヱネルギー革命と共に石炭の喬

昨 まヽ漱少し、折尾駅は石炭松送の使ゐを終え、近碍の

宅地－発にようて、 乗降客の多い駅・ とヽ変わった．

４． 折尾訳會の変還

４－１現在の駅會

曳在の折繩駅舎は木造２陪琲てで、 －扱は脊せ棟で

ある． 星恨は葺さ餐えられているが、 木造キングポス

ト トラスの小屡蔵1;l改造されておらず吝初のままであ

る． 外璧は瑠和 61 年4こ改修されたサイディングポー

ドが張られ、 淡いピンク色 こ彩られている． iｒ 而中央

Oｎ ＪＲ ＯＲＩＯ Ｓtａtiｏｎ
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鈴の量根には半切妻屡榎を祭せ、 ２階正面は５つの縦

長窓で檎咸されている． 正面左恥 lヽ l 隋の切蛮薦機の

翼で、 右手1こはプラッ トホームから駅舎２陪フロアー

に洒 じる通路と畝－があり、 この部分の聾面は正衡の

壁面からセフ トパック している． 取舎正面２陪の構成

lま、 正函中心の縦軸線上1こ半切襄皿橿の申心軸と雙面

中央部の縦長窓の中心軸線があり、 左右対称形となっ

ている． しかし、 １階上郎に高窓があるが、 高窓の位

置と ２階正面の縦畏窓の似軸は合歓していない．また、

１咄 こはコンコースと改札ロに洒じる中央入りロがあ

るが、 この中央入りｎ の中£､紬と ２階の中心軸が一致

せず 、 ２隋正画の中心軸が北似 こある．

中央入りロを入･:) た内航のコン コースには円住の

柱が２本あり、 柱Ｔ には往を回るよ うに円形の椅子が

ある． ' l ' 隋側の円柱は２陪の南!四 面下にあり、 往

馴を鉄で袖強 して梁を支えてお り、 円柱は２隋を支え

るために構造的に藍娶な役割を果している． 円柱に支

えられた梁爛は改札ロに不規剤に置かれた往で支えら

れているが､他の梁端は住上にはな く桁に載っている．

このよ うに、 ２陪を支える住と梁の哨造材は合理性に

欠けているとＲえる． なお、 折曜駅舎は建概 !'Sl l ;ま堀

川逐i町に薗し、 駅前の敬埼が狭小であったために中央

入りロには玄閲ポーチは存在 しなかった．

写真－２　 折尾駅内部と円住

４ －２廸設Ｓ初の取會

｢咬鉄建築のあゆみ 1870－1970｣ ' ﾞ )の年衰に 19 17

(大正６午) の r主要しゅ人功 建物 j と して r7.10　 折

尾駅 Ｑ 代) Ｗ･2 F 735.7 ・ J とある． "２代＾ とあ

るので、 この大正６年７月 10 n (19 17) に瓊概され

た折尾駅舎は２代ｎの駅會で、 木造２階てであること

が

業100周年記念｣ (平成３年２月2S 日)の冊子にはr大

正５年 11月５ 日 (19 16) 新築駅舎路成 (現駅會〉J と

あり、 さ らに大正５年 11 月 ７ 日 (19 16) の傷胃 日日

親 に r輯 折尾停織 の勁 しで圃 嘔 写真

記事が褐裁されている．　 f4 '|

馳
緊
瓢
ぽ

写良 ・ ３　 大正５年 Ｉ Ｌ 月７ 日の報遭'￥真

「諒 賎 のあゆみ 1870－閲 」 には大正６隼 ７

月10 日（19 17）竣工とあるが､正５年 l 1 月７日（1916）

の福岡 Ｒ 日新聞にr新築折尾倅庫鳩j とあることから、

靭 叩 躍 の記事と日付けは r哨 喘 Ｓ 劫

社 折尾駅喬業100 周叩記忿;』 呼成３年２刀28 日）

に記された大正 ５年 Ｕ 月５ 日 （1916） の建築年代を

裏付ける ものである． 従つて、 折尾駅舎の瘍築年代は

大jE 5 年 l 1月 ６ 日 （19 16） と考えられる．

大正５年 11 月７ 日 （1916） の写真から、 当時の折

尾駅舎は寄せ棟屋根、 正面の晨撲中央郎には半切貪勘

榎、 外壁は／ヽ－フテ ィ ンバーで ５つの擬長家から構成

されている事が判る． ２階の外曼以外は高家の位貨、
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１階の柱位置など、 現在の駅舎と同じ携成である． 一

方、昭fD9乖 （1936） に撮影された写買 ‘゙）がある．

この写真の折尾駅會も寄せ棟屋tl 、 正面の菖咳中央部

には半切饗星瞳、 Ｓつの縦長忿、 外女はハーフテ ィ ン

バーである． 高恵の位震も同 じである． したがウて、

ａ 剛 顧 に鯵 された闘 齢 斑 ５隼11

月５口 （1916〉 に健攘された駅舎と見なして良い．

４－３建設当初の駅合から見る駅舎の変遭

昭和９年 （1936） の写真から建集Ｓ初の折尾駅舎に

ついて次のこ とが言える． 外璧は／ヽ－ フティ ンバー、

恋と窓の師の盤正は下見板張り、 ２階の窓下は縦板張

りである． なお、恋上郎は縦隷が見えないのでIS蹟皿

と見られる． また写真の トーンから、 恋と恋の間の下

見板蚕りの壁－は淡い色が塗られていたと考えられる．

１陪は雙が白い侮蹟雙で縦仮彊りのー雙が見える．

ところで、 昭和９年 （1936） の写萬から折尾駅台の

変這が判る． まず、 １階の住位置と商窓糾姉こある柱

位霖が一歌していなlへ また、 高恋の住位鐙と２隋の

／ヽ－ プティンパ･--の柱位置は微妙に合敢しない、 さら

に、 ２附左の僻往は１階まで延びておらず、 高靫上銘

の陥 こ乗っている． したがって、 １階、 １階の高窓、

そしてハーフティ ンバーのデザイ ンである ２曙は取針

と施エの年代がそれぞれ興なっていると考えられる．

写真 －Ｓ 高窓の柱位屋と二錯

現在の折尾駅舎内舘､には １、 ２階を繋ぐ内細聴段は

無い． ２階･・ヽの出入りは躇段から一且箆児鳥本旅のプ

ラフ トホームに上り、 ブラ フ トホームと繋がった入 り

ロから入る． 哨治 28 年 （1896） に2社共同の折尾駅

を瑞設し、 １階を筑豊鉄道、 ２階を九州鉄道が使用し

たと言われることから、刄在の駅舎すまこの時の駅舎の

システムを踏賀していると考えられる．

したがって、 折尾駅會の変覆について次のことが言

える． 最数 i l 階瑞ての駅舎であうた． 次に、 １陛ロ

ビ４の天井高を高くするためと、 採光のため4こ改集さ

れて高窓が造られ、 さらに、 高窓の上1こ２階を増築し

改修したと考えられる． 最祢こ１階鎗てだ・・た駅舎の

験 年代は､筑豊興業欽遭の駅幼 嘱 された動 24

年 （1891） と考え、 ２杜共伺駅舎が建設された明治28

年 （・ に１階上郎と ２隋が哺 されたと考えられ

る． その後、大正 ５年 11 月Ｓ日 （1916） iこ／－ フティ

ンバーの外壁に改集されたが、 この峙の改塾は２階の

構造体を建将える工事であったと考えられる．

その後、 工事妃政が存在しないが、歌後、 ハーフテ

ィ ンバー－の外璧を軟り除く改集が行われ、 昭10 6 1 年

に狐在の外璧に改修された．

４－４駅書改修の腎景

ところで、駅會１階の中央入りロと、 ２階正面の軸

勘 S―散せず、 ２階の正－壮が北鄭 こある事は先に述

べた． 中央入りロの岫線と左右対称形である２階の軸

線を檎えるのが常霜的であるが、 ２階の正－輸が北側

にあるのは理由がある と思われる．

折尾駅舎が建築された唄、

み、 夥没所、郵便冊、 税Ｒ署、 銀行郷があり、糎11El

何を渡ウた通りはこれらの公共施設から折尾駅に洒じ

る折尾町のメイ ンス トリー トでありた． この通りの岫

線上に折尾駅舎の２階正面の中心輪がある． １階の中

央入りロと ２曜正､l jの中心輸が合わな1､り:)は、 ２階を

増築する葛aこ、 折jひ rのメインス トリー トからの似齢

上に折蝿駅舎の２賭正面が見えるよ うに計喪したと考

えられる． すなわち、 折尾訳舎が、 絶えず、 シンポ リ

ック的な駅舎と して人々の視線上にあることを皿うて

設計されたと考えられる．

写真－６ 折尾駅助からの軸練と釈會

５。 まとめ

建築当初の折尾駅會1ま靭 11運河に面した駅會で、 石

炭療業が全盛期の中で燧設された、 現在のJ R 折尾駅
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脅は大幅な２度の増疑と改集 (外壁等の改修を含める　　 れたと考えられる．

と４罰） によるもので、最初に燧集されたのは劈洽24

年２月28 n （1891） に筑豊興業欽遭の折尾駅が腐賃

した時で、 この駅合を基1こlyl治28 年 （1896） に２社

合伺の駅舎と して増築され、 その後、大正Ｓ年 l 1月Ｓ

日 （1916） に改籤された と考えられる。 大正 Ｓ年 11

月S a （1916） の改集はｚ－ヽ フティ ンパーのデザイン

で改笑された。 大正片代の建築遣1再で／～ ７タインノ｛

－のデザイン迫隅は少なく 曝めて貴重な瓊集遣度と言

える。 また、 現在の駅會は明治蒔代と大正玲代の訳台

遊愕を有し、 男治時代と大正時代の建築遣琲を合わ世

持つ折尼駅會は貴盧な建築遺鷹でもある。 －方、 大正

Ｓ年 11月５ロ （1916） に改繋された折尾駅會の２陛l ;i

メインス トリー トからの軸練と視線を考慮して設針さ

れ、 駅舎のシンポ リズムと観旅を考慮した取計が抒わ

【往1

〈1〉 r九,州鉄遭 1α》午配念幼】 九ａ 旅客鉄這槐式会社 伺噫

刄￥） などに記されて1, るヽ，

（２） 大正３年 （1914） 喀纂の京ｔ 駅持合富にも岡じような円

彫椅子と往があり、 ら

れていたと考えられる．

( 3 ) (寫漱燧集のあゆみ11?X)－19－鰍這瓊集Ｓ登197a ＆IS

( 4 ) 大Ξ５年 11月7 1 (191旬 に椙同ＢＩ 新SI Sこ掲敬され

た r新鶴折尾萍鳶崎J の写真記事l ま写友だlf で、眼珊の

Ｅ 事l ‡ない．

（Ｓ） 昭和

（６） 零真－６はｔ t 四 の昭和４９年撮彫写冥を乖 たゝ。

豪 ●帥 ：この研究栂告仕本字４準生のΞ滝文氏君の臨力を得

てｎ嘘 されたものである。 ■してお礼を申し上lf まｔ

図 ・ ｌ　 大正５年の折尾駅舎復原図

才　 白　　 zs魯あ曹１－亀．i　　　　　　　 輿・　　　 :乙
・ Ｊ Ｌ よ£

 
図 一２　 昭和５ ８年の折尾駅會平面－ （折尾駅所蔵）
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九州共立大学工学部唸築学科

九州共立大学工竿郎堵築学科 教授 博士 （エ学）
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